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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月14日(2014.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号を送信する第１の通信装置と、該信号を受信する第２の通信装置とを備える無線通
信システムであって、
　前記第２の通信装置は、前記第１の通信装置がデータの送信に用いる周波数帯域を示す
制御情報を、前記第１の通信装置に送信し、
　前記第１の通信装置は、前記制御情報が示す周波数帯域が所定の条件を満たすか否かに
基づき、送信する信号の一部のスペクトルを削除する周波数クリッピングを行うか否かを
決定することを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　前記第１の通信装置は、前記制御情報が示す周波数帯域から算出可能なクリッピング率
が閾値より小さい場合には周波数クリッピングを行うことを決定し、閾値より高い場合に
は周波数クリッピングを行わないことを決定することを特徴とする請求項１に記載の無線
通信システム。
【請求項３】
　前記クリッピング率は、前記制御情報が示す周波数帯域が、複数のクラスタに分割して
割り当てられる離散配置であった場合に、クラスタ間となる帯域の全てをクリッピングに
よる欠落とみなした場合に算出される比率であることを特徴とする請求項２に記載の無線
通信システム。
【請求項４】
　前記クリッピング率は、前記制御情報が示す周波数帯域が、複数のクラスタに分割して
割り当てられる離散配置であった場合に、クラスタ間となる帯域のうち 最もクラスタ間
間隔が狭い帯域をクリッピングによる欠落とみなした場合に算出される比率であることを
特徴とする請求項２に記載の無線通信システム。
【請求項５】
　前記所定の閾値は、前記第１の通信装置と、前記第２の通信装置との間で共通に定めら
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れる一定値であることを特徴とする請求項２に記載の無線通信システム。
【請求項６】
　前記所定の閾値は、前記第１の通信装置と、前記第２の通信装置との間で既知である情
報に基づいて設定される値であることを特徴とする請求項２に記載の無線通信システム。
【請求項７】
　前記既知の情報は、前記第１の通信装置が伝送の際に使用するＭＣＳ情報であることを
特徴とする請求項６に記載の無線通信システム。
【請求項８】
　前記既知の情報は、前記第１の通信装置が伝送の際に使用するＭＩＭＯのランク情報で
あることを特徴とする請求項６に記載の無線通信システム。
【請求項９】
　信号を送信する第１の通信装置と、該信号を受信する第２の通信装置とを備える無線通
信システムにおける無線通信方法において、
　前記第２の通信装置が、前記第１の通信装置がデータの送信に用いる周波数帯域を示す
制御情報を、前記第１の通信装置に送信する過程と、
　前記第１の通信装置が、前記制御情報が示す周波数帯域が所定の条件を満たすか否かに
基づき、送信する信号の一部のスペクトルを削除する周波数クリッピングを行うか否かを
決定する過程と、
を有することを特徴とする無線通信方法。
【請求項１０】
　信号を送信する送信装置において、
　前記送信装置がデータの送信に用いる周波数帯域が所定の条件を満たすか否かに基づき
、送信する信号の一部のスペクトルを削除する周波数クリッピングを行うか否かを決定す
ることを特徴とする送信装置。
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